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3 章 図形の性質
Readinesscheck レディネスチェック
教科書 P.106

問 1 Ex = 180%-120% = 60%

Ey = 180%-75% = 105%

問 2 50%+Ex = 45%+28% より
Ex = 23%

問 3 iABC /iJLK

1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい。
iDEF /iNOM

3組の辺がそれぞれ等しい。
iGHI /iPRQ

2組の辺とその間の角がそれぞれ等しい。
教科書 P.107

問 4 iABC /iKJL

斜辺と 1組の鋭角がそれぞれ等しい。
iDEF /iIGH

斜辺と他の 1組の辺がそれぞれ等しい。
問 5 ⑴ 三角形は二等辺三角形であるから

Ex = (180%-30%)'2 = 75%

⑵ 2つの三角形は二等辺三角形である。
EBDCはiABDの
外角であるから
EBDC = 2Ex

また，EBDCは二等辺
三角形 DBCの頂角で
あるから

EBDC = 180%-50%#2 = 80%

したがって
2Ex = 80%

Ex = 40%

問 6 iABC !iJLK

2組の角がそれぞれ等しい。
iDEF !iMNO

2組の辺の比と，その間の角がそれぞれ等
しい。

iGHI !iQPR

3組の辺の比がすべて等しい。

1 節 三角形と比
1 三角形と比
教科書 P.109

問 1 ⑴ AD　：　DB = AE　：　EC であるから
6　：　9 = x　：　6

9x = 36

x = 4

AD　：　AB = DE　：　BC であるから
6　：　(6+9) = y　：　10

15y = 60

y = 4

⑵ AB　：　AD = AC　：　AE であるから
8　：　x = 12　：　6
12x = 48

x = 4

AC　：　AE = BC　：　DE であるから
12　：　6 = y　：　5

6y = 60

y = 10

問 2 ⑴ Bと Dを結ぶ。
iABDにおいて，P，Sはそれぞれ AB，
ADの中点であるから，中点連結定理により

PS ' BD，PS =
1
2

BD

同様に，iCBDにおいて

QR ' BD，QR =
1
2

BD

よって，PS'QR，PS = QR となり，1組
の対辺が平行でその長さが等しいから，四
角形 PQRSは平行四辺形になる。

⑵ ⑴より PS = QR =
1
2

BD

⑴と同様にして，Aと Cを結んで考えると

PQ = SR =
1
2

AC

AC = BD であるから
PS = QR = PQ = SR

よって，4つの辺がすべて等しいから，四
角形 PQRSはひし形になる。
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教科書 P.110

問 3 ⑴

⑵

⑶

教科書 P.111

問 4 iABCにおいて，内角の二等分線と比の定理
により

BP　：　PC = AB　：　AC

= 6　：　4
= 3　：　2

よって BP =
3

3+2
BC =

3
5
:5 = 3

PC = BC-BP = 5-3 = 2

教科書 P.112

問 5 iABCにおい
て，外角の二
等分線と比の
定理により

BQ　：　QC

= AB　：　AC

CQ = x とおくと
(5+x)　：　x = 6　：　4

6x = 4(x+5)

x = 10

よって CQ = 10

2 三角形の重心・外心・内心
教科書 P.113

問 6 点 GはiABCの重心であるから
AG　：　GD = 2　：　1
AG = 2GD = 2:2 = 4

点 Dは辺 BCの中点であるから DC = 3

よって BC = 3+3 = 6

PQ ' BC であるから，三角形と比の定理に
より

PQ　：　BC = AP　：　AB

= AG　：　AD

よって PQ　：　6 = 2　：　3
3PQ = 12

したがって PQ = 4

教科書 P.115

問 7 ⑴ 点 OはiABCの外心であるから
OA = OB = OC より

iOAB，iOBC，iOCAは二等辺三角形
である。
よって EOBA = EOAB = i

EOCB = EOBC = 23%

EOAC = EOCA = 31%

iABCにおいて
2(EOAB+EOBC+EOCA) = 180%

ゆえに
2(i+23%+31%) = 180%

したがって i = 36%

⑵ 点 OはiABCの外心であるから
OA = OB = OC より

iOAB，iOCAは二等辺三角形である。
よって EOAB = EOBA = i

EOCA = EOAC = 64%

iABCにおいて
2(EOBA+EOAC) = 180%

ゆえに
2(i+64%) = 180%

したがって i = 26%

⑶ 点 OはiABCの外心であるから
OA = OB = OC より

iOAB，iOBCは二等辺三角形である。
よって EOBC = EOCB = 15%

EOAB = EOBA

= EOBC+ECBA

= 15%+20% = 35%

iOABにおいて
EOAB+EOBA+EAOB = 180%

ゆえに
35%+35%+i = 180%

したがって i = 110%

教科書 P.117

問 8 ⑴ 点 IはiABCの内心であるから
EIBC = EIBA = 35%

EICB = EICA = 30%

よって，iIBCにおいて
35%+30%+i = 180%
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したがって i = 115%

⑵ 点 IはiABCの内心であるから
EIBA = EIBC = 38%

EICB = EICA = 31%

EIAC = EIAB = i

よって，iABCにおいて
2(EIBC+EICA+EIAB) = 180%

ゆえに
2(38%+31%+i) = 180%

したがって i = 21%

⑶ 点 IはiABCの内心であるから
EIBC = EIBA = 25%

EICB = EICA = i

よって，iABCにおいて
2(EIBA+EICA)+EBAC = 180%

ゆえに
2(25%+i)+64% = 180%

したがって i = 33%

参考 三角形の垂心
問 1 頂点 Cの位置

3 三角形の比の定理
教科書 P.119

問 9 ⑴ チェバの定理により
BP
PC

:
CQ
QA

:
AR
RB

= 1

ここで CQ
QA

=
3
2
， AR

RB
=

2
1

であるから
BP
PC

:
3
2
:

2
1

= 1

よって BP
PC

=
1
3

すなわち BP　：　PC = 1　：　3

⑵ チェバの定理により
BP
PC

:
CQ
QA

:
AR
RB

= 1

ここで CQ
QA

=
1
3
， AR

RB
=

3
1

であるから
BP
PC

:
1
3
:

3
1

= 1

よって BP
PC

= 1

すなわち BP　：　PC = 1　：　1
教科書 P.120

問10 ⑴ メネラウスの定理により
BP
PC

:
CQ
QA

:
AR
RB

= 1

であるから 9
3
:

2
3
:

x
4

= 1

よって，x = 2 である。
⑵ メネラウスの定理により

BP
PC

:
CQ
QA

:
AR
RB

= 1

であるから 1
x
:

2
2
:

8
3

= 1

よって，x =
8
3
である。

教科書 P.121

1 ⑴ APがiABCの頂点 Aにおける内角の
二等分線であるから

BP　：　PC = AB　：　AC

= 15　：　9
= 5　：　3

よって BP = BC#
5
8

= 16#
5
8

したがって BP = 10

⑵ AQがiABCの頂点 Aにおける外角の
二等分線であるから

BQ　：　QC = AB　：　AC

= 15　：　9
= 5　：　3 ……①

また BQ = BC+CQ

= 16+CQ ……②
②を①に代入して

(16+CQ)　：　CQ = 5　：　3

よって CQ = 24

したがって BQ = 16+24

= 40

2 ⑴ 点 GはiABCの重心であるから
DC = BD = 3

AG　：　GD = 2　：　1，AG = 2 より
GD = 1
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iADCは EADC=90% の直角二等辺三角
形であるから

AC = 3
√

2

Eは ACの中点であるから

AE =
1
2

AC =
3
√

2

2

⑵ iBDGは EBDG=90% の直角三角形で
あるから，三平方の定理により

BG
2
= BD

2
+DG

2

= 32 +12

= 10

BG > 0 より BG =
√

10

点 GはiABCの重心であるから
BG　：　GE = 2　：　1

よって
√

10　：　GE = 2　：　1

したがって GE =

√
10

2

3 ⑴ 点 OはiABCの外心であるから，
OA = OB = OC より，iOAB，iOBC，
iOCAは二等辺三角形である。
EOAB = EOBA

EOAC = EOCA

EOAB+EOAC=65% であるから，iABC

において
EOBC+EOCB

+2(EOAB+EOAC) = 180%

ゆえに
EOBC+EOCB = 50%

iOBCにおいて
EOBC+EOCB+EBOC = 180%

よって
50%+i = 180%

したがって
i = 130%

⑵ Oと Aを結ぶ。点 OはiABCの外心で
あるから

OA = OB = OC より
iOAB，iOCAは二等辺三角形である。
よって EOAB = EOBA

EOAC = EOCA

EOAB+EOAC = i であるから
EOBA+EOCA = i

四角形 OCABにおいて
EOBA+EOCA+EBAC+EBOC

= 360%

ゆえに
2i+130% = 360%

したがって i = 115%

4 ⑴ 点 IがiABCの内心であるから
EIBA = EIBC = 20%

EICA = EICB = 40%

EIAC = EIAB = i

よって，iABCにおいて
2(EIBC+EICB+EIAB) = 180%

ゆえに
i+60% = 90%

したがって i = 30%

⑵ 点 IがiABCの内心であるから
EIBC = EIBA

EICB = EICA

よって，iABCにおいて
2(EIBC+EICB)+EBAC = 180%

ゆえに
EIBC+EICB = 55%

iIBCにおいて
EIBC+EICB+EBIC = 180%

ゆえに
55%+i = 180%

したがって i = 125%

5 ⑴ チェバの定理により
BD
DC

:
CE
EA

:
AF
FB

= 1

ここで CE
EA

=
3
2
， AF

FB
=

3
2

であるから
BD
DC

:
3
2
:

3
2

= 1

よって BD
DC

=
4
9

したがって BD　：　DC = 4　：　9

⑵ メネラウスの定理により
BC
CD

:
DG
GA

:
AF
FB

= 1 ……①

ここで，⑴より BD　：　DC = 4　：　9

であるから
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BC
CD

=
4+9

9
=

13
9

……②

また AF
FB

=
3
2

……③

②，③を①に代入して
13
9

:
DG
GA

:
3
2

= 1

よって
DG
GA

=
6
13

したがって AG　：　GD = 13　：　6

参考 辺と角の大小関係
教科書 P.123

問 1 2+3 < 6 より BC+CA < AB

よって，iABCは存在しない。

2 節 円の性質
1 円周角の定理
教科書 P.124

問 1 ⑴ i = 80%#
1
2

= 40%

⑵ i = 20%#2 = 40%

⑶ i = 110%#2 = 220%

教科書 P.125

問 2 ⑴ ABは直径であるから EAPB = 90%

よって i = 180%-(90%+55%) = 35%

⑵ BCは直径であるから EBAC = 90%

よって EBAP = 90%-70% = 20%

円周角の定理により，EBAP =EBCP で
あるから

i = 20%

⑶ 円周角の定理により
EABC = EADC = 25%

BCは直径であるから EBAC = 90%

よって i = 180%-(90%+25%) = 65%

問 3 ① EABD = EACD

② EBAC ]EBDC

③ EBAC = 180%-(82%+44%) = 54% より
EBAC = EBDC

①～③より，4点が同一円周上にあるものは
①と③

2 円に内接する四角形
教科書 P.126

問 4 ⑴ 円に内接する四角形の対角の和は 180%で
あるから

i = 180%-74% = 106%

⑵ 円に内接する四角形の外角は，それと隣
り合う内角の対角に等しいから

i = 80%

⑶ i+{180%-(45%+55%)} = 180% より
i = 100%

教科書 P.127

問 5 ① EA+EC = 105%+75% = 180%

② EB = 180%-(46%+24%) = 110%

EB+ED = 110%+70% = 180%

③ EBAD = 180%-85% = 95%

よって，EBADとEBCDの外角は等し
くない。

①～③より，四角形 ABCDが円に内接する
ものは

①，②

3 円と接線
教科書 P.128

問 6 右の図のように，
AB，ACと円 Oとの
接点をそれぞれM，
Nとする。
接線の長さの定理に
より

BM = BL = 3

AM = BA-BM

= 6-3 = 3

AN = AM = 3

CN = AC-AN

= 5-3 = 2

CL = CN = 2

よって BC = BL+CL = 3+2 = 5
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教科書 P.129

問 7 四角形 AROQは正方形であるから，円 Oの
半径を xとおくと

AR = AQ = x

一方
BR = BP = 10

CQ = CP = 3

であるから，iABCに三平方の定理を用いて
(x+10)2 +(x+3)2 = 132

整理して x2 +13x-30 = 0

(x+15)(x-2) = 0

よって x = -15，2

xは半径であるから，x > 0 より x = 2

したがって，円 Oの半径は 2である。
また AB = AR+RB = 2+10 = 12

AC = AQ+QC = 2+3 = 5

4 接線と弦のつくる角
教科書 P.131

問 8 ⑴ EBAT = EACB = 76%

よって i = 180%-76% = 104%

⑵ EACB = EBAT = 73%

よって，円周角の定理により
i = 2#73% = 146%

⑶ 右の図のように，
BCと円 Oとの交点
を Dとし，Aと Dを
結ぶ。
EADB = EBAT

= 68%

EBAD = 90%

より
EABD = 180%-(68%+90%) = 22%

iABCにおいて，内角と外角の関係から
i+EABD = EBAT

よって i = 68%-22% = 46%

問 9 AC = AD であるから，iACDは二等辺三角

形であり
EACB = EADB ……①

また，接線と弦のつくる角の定理により
EACB = EDAB ……②

①，②より
EADB = EDAB

よって，iABDは二等辺三角形であり，
BA = BD である。

5 方べきの定理
教科書 P.133

問10 ⑴ 方べきの定理により
3:6 = 2:x

よって x = 9

⑵ 方べきの定理により
PA:PB = PC:PD

よって 9(9+x) = 7(7+11)

81+9x = 126

9x = 45

x = 5

問11 ⑴ 方べきの定理により
5(5+4) = x2

x2 = 45

x > 0 より x = 3
√

5

⑵ 方べきの定理により
2(2+x) = 32

4+2x = 9

2x = 5

x > 0 より x =
5
2

6 ２つの円
教科書 P.134

問12 ⑴ 互いに外部にある …… 4本
⑵ 外接する …… 3本
⑶ 2点で交わる …… 2本
⑷ 内接する …… 1本
⑸ 一方が他方を含む ……なし

教科書 P.135

問13 ⑴ 点 O′ から線分 AOに垂線 O′Cを下ろす。
四角形 ACO′Bは長方形となるから

CA = O′B = 2
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よって OC = 7-2 = 5

iCOO′ において，三平方の定理により
OC

2
+CO

′2
= OO

′2

CO
′2

= 102 -52 = 75

CO
′
> 0 より CO

′
=

√
75 = 5

√
3

すなわち AB = CO
′
= 5

√
3

⑵ 点 O′ から線分 AOに垂線 O′Cを下ろす。
四角形 ACO′Bは長方形となるから

CA = O′B = 4

よって OC = 9-4 = 5

また，中心間の距離 OO
′ は，2円の半径の

和であるから
OO

′
= 9+4 = 13

iCOO′ において，三平方の定理により
OC

2
+CO

′2
= OO

′2

CO
′2

= 132 -52 = 144

CO
′
> 0 より CO

′
=

√
144 = 12

すなわち AB = CO
′
= 12

教科書 P.136

6 ⑴ 円に内接する四角形の対角の和は 180%で
あるから

(18%+i)+115% = 180%

よって i = 47%

⑵ 直径に対する円周角は 90%であり，また，
円に内接する四角形の対角の和は 180%であ
るから

(90%-i)+130% = 180%

よって i = 40%

⑶ 円に内接する四角形の外角は，それと隣
り合う内角の対角に等しいから

i = 180%-(72%+25%) = 83%

7 ⑴

AR = AQ = 10-7 より
AR = AQ = 3

したがって
BR = BP = x-3

よって BC = (x-3)+7 = x+4

iABCに三平方の定理を用いて
x2 +102 = (x+4)2

x2 +100 = x2 +8x+16

8x = 84

x =
21
2

⑵ 四角形 CQOPは
正方形で，1辺の長
さは円 Oの半径に
等しいから

CP = CQ = OR

= x

BP = BR = 12

AQ = AR = 8

iABCに三平方の定理を用いて
(8+x)2 +(12+x)2 = (12+8)2

整理して x2 +20x-96 = 0

(x+24)(x-4) = 0

よって x = -24，4

xは半径であるから，x > 0 より
x = 4

8 ⑴ Sと Tを結ぶ。接線と弦のつくる角の定
理により

EAST = 76%，EATS = 76%

よって，iASTにおいて
i = 180%-(76%+76%) = 28%

別解 円の中心を Oとする。
EOSA = EOTA = 90%

円周角の定理により
ESOT = 2#76% = 152%

よって，四角形 OSATにおいて
i = 360%-(90%+90%+152%) = 28%

⑵ 四角形 ABCDは円に内接しているから
EABT = EADC = 120%

また，接線と弦のつくる角の定理により
EBAT = EACB = 40%

よって，iABTにおいて
i = 180%-(EABT+EBAT)

= 180%-(120%+40%) = 20%

別解

接線と弦のつくる角の定理により
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ECAT = EADC = 120%

よって，iCATにおいて
i = 180%-(ECAT+ETCA)

= 180%-(120%+40%) = 20%

9 ⑴ 方べきの定理により
PA:PB = PT

2

よって 4(4+2x) = 62

16+8x = 36

8x = 20

x =
5
2

⑵ 方べきの定理により
PA:PB = PC:PD

よって 4(4+6) = x(x+3)

整理して x2 +3x-40 = 0

(x+8)(x-5) = 0

したがって x = -8，5

x > 0 より x = 5

10 点 O′ から線分 OAの延長に垂線 O′Cを下ろ
す。
四角形 ABO′Cは長方形となるから

AC = BO
′
= 3

よって CO = 3+6 = 9

iCOO′ において，三平方の定理により
OC

2
+CO

′2
= OO

′2

CO
′2

= 132 -92 = 88

CO
′
> 0 より CO

′
=

√
88 = 2

√
22

すなわち AB = CO
′
= 2

√
22

3 節 作図
1 基本的な作図
教科書 P.137

問 1

1 辺 ABの垂直二等分線を引く。
2 辺 ACの垂直二等分線を引く。
2本の垂直二等分線の交点が，外心 Oである。

問 2

1 頂点 Bを通る直線 CAへの垂線を引く。
2 頂点 Cを通る直線 ABへの垂線を引く。
2本の垂線の交点を Hとする。
注意 頂点 Aを通る直線 BCの垂線も，点
Hを通る。この交点 Hを，垂心という。

教科書 P.138

問 3

1 EBの二等分線を引く。
2 ECの二等分線を引く。
2本の角の二等分線の交点が，内心 Iである。

教科書 P.139

問 4

1 半直線 AXを引き，AX上に点 Pをとり，
さらに AP = PQ = QR = RS となる点 Q，
R，Sをこの順にとる。

2 点 Rを通り，直線 SBに平行な直線を引
き，線分 ABとの交点を Cとする。

このとき，点 Cは線分 ABを 3　：　1に内分する
点である。
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2 長さの作図
教科書 P.140

問 5

1 半直線 OXを引き，OA = 1 となる点 A

と，OB = 5 となる点 Bをとる。
2 半直線 OYを引き，OC = 3 となる点 C

をとる。
3 点 Aを通り直線 BCに平行な直線を引き，

OYとの交点を Dとする。

このとき，OD =
3
5
である。

教科書 P.141

問 6

1 1つの直線上に AH=1，HB=5 となる
3点 A，H，Bをこの順にとる。

2 線分 ABの中点 Oをとる。
3 Oを中心とする半径 OAの半円をかく。
4 点 Hを通り線分 ABに垂直な直線を引
き，半円との交点を Cとする。

このとき，CH =
√

5 である。

教科書 P.142

11

1 半直線 AXを引き，AX上に点 Pをとり，
さらに AP=PQ=QR=RS=ST となる
点 Q，R，S，Tをこの順にとる。

2 点 Qを通り，直線 TBに平行な直線を引
き，線分 ABとの交点を Cとする。

このとき，点 Cは線分 ABを 2　：　3に内分する
点である。

12

1 半直線 OXを引き，OA = 1 となる点 A

と，OB = 3 となる点 Bをとる。
2 半直線 OYを引き，OC = 4 となる点 C

をとる。
3 点 Aを通り直線 BCに平行な直線を引き，

OYとの交点を Dとする。

このとき，OD =
4
3
である。

13

1 1つの直線上に AH=1，HB=7 となる
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3点 A，H，Bをこの順にとる。
2 線分 ABの中点 Oをとる。
3 Oを中心とする半径 OAの半円をかく。
4 点 Hを通り線分 ABに垂直な直線を引
き，半円との交点を Cとする。
このとき，CH =

√
7 である。

4 節 空間図形
1 空間における直線と平面
教科書 P.143

問 1 ⑴ GH'CD であるから，BCと GHのなす
角は，BCと CDのなす角に等しい。ここで，
BCと CDのなす角は 90%であるから，求め
る角は 90%である。
⑵ EF'AB であるから，ACと EFのなす
角は，ACと ABのなす角に等しい。ここ
で，ACは正方形 ABCDの対角線であるか
ら，ACと ABのなす角は 45%である。した
がって，求める角は 45%である。
⑶ FH'BD であるから，DGと FHのなす
角は，DGと BDのなす角に等しい。ここで，
iBGDは正三角形であるから，DGと BD

のなす角は 60%である。したがって，求め
る角は 60%である。

教科書 P.145

問 2 ⑴ 平面 AEGC上の直線 ACと平面 AEHD

上の直線 ADは，ともに 2平面の交線 AE

に垂直である。ここで，ACと ADのなす
角は 45%であるから，求める角は 45%であ
る。
⑵ ACと BDの交点を P，EGと FHの交点
を Qとすると，平面 ABCD上の直線 ACと
平面 BFHD上の直線 PQは，ともに 2平面
の交線 BDに垂直である。ここで，ACと
PQのなす角は 90%であるから，求める角は
90%である。

2 直線と平面の垂直
教科書 P.146

問 3 底面 ABCDは正方形であるから，点 Pは AC，
BDそれぞれの中点である。

また，iOACは OA = OC の二等辺三角形
であるから

OP = AC

iOBDは OB = OD の二等辺三角形である
から

OP = BD

よって，直線 OPは平面 ABCD上の 2直線
AC，BDに垂直であるから

平面 ABCD = OP

教科書 P.147

問 4 ［1］の証明
PO = a で，l は a上にあるから

PO = l

また，仮定より OA = l

したがって，直線 l は平面 AOP上の交わる
2直線 PO，OAに垂直であるから

l =平面 AOP

PAは平面 AOP上にあるから
PA = l

［2］の証明
PO = a で，l は a上にあるから

PO = l

また，仮定より PA = l

したがって，直線 l は平面 AOP上の交わる
2直線 PO，PAに垂直であるから

l =平面 AOP

OAは平面 AOP上にあるから
OA = l

3 多面体の性質
教科書 P.148

問 5
正多面体 正四

面体
正六
面体

正八
面体

正十二
面体

正二十
面体

面の形 正三
角形 正方形 正三

角形
正五
角形

正三
角形

頂点に集ま
る面の数 3 3 4 3 5

頂点の数 4 8 6 20 12

辺の数 6 12 12 30 30

注意 正二十面体の場合は次のように考えら
れる。正二十面体の 1つの頂点には，正三
角形が 5つ集まっている。1つの面には頂
点が 3個あり，1つの頂点を 5つの面で共
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有しているから，頂点の個数は
3#20'5 = 12 (個)

また，1つの面には辺が 3本あり，1つの辺
を 2つの面で共有しているから，辺の本数
は

3#20'2 = 30 (本)

参考 オイラーの多面体定理
教科書 P.149

問 1 頂点の数 vは 1減って 4増えるから 3だけ増
える。
辺の数 eは 4だけ増える。
面の数 f は 1だけ増える。

3-4+1 = 0 であるから，v-e+ f の値は変
化しない。

教科書 P.151

14 iABCにおいて
BP　：　PA = BQ　：　QC = 1　：　2

であるから
PQ ' AC ……①

①より
PQ　：　AC = BP　：　BA = 1　：　3

よって

PQ =
1
3

AC ……②

また，iADCにおいて
DS　：　SA = DR　：　RC = 1　：　2

であるから
SR ' AC ……③

③より
SR　：　AC = DS　：　DA = 1　：　3

よって

SR =
1
3

AC ……④

①，③より PQ ' SR ……⑤
②，④より PQ = SR ……⑥
⑤，⑥より，1組の対辺が平行でその長さが
等しいから，四角形 PQRSは平行四辺形であ
る。

15 ⑴ AC'EF であるから，ACと BFのなす

角は，BFと EFのなす角に等しい。ここで，
iBFEは正三角形であるから，BFと EFの
なす角は 60%である。
したがって，ACと BFのなす角は 60%であ
る。

⑵ 面 BCDEは正方形であるから，四角形
BCDEの対角線の長さと正八面体の辺の比
は

√
2　：　1となる。

また，AB = AD であるから，iABDは二
等辺三角形となる。
よって，iABDは 3つの角が 45%，45%，90%

の直角二等辺三角形となる。
したがって，ADと BDのなす角は，45%で
ある。

⑶ BDと CEの交点を Oとすると，直線 AF

と平面 BCDEの交点が Oとなる。点 Oを
通り CDに平行な直線と BC，DEの交点を
それぞれM，Nとすると

CD ' MN

よって，AFと CDのなす角は，AFとMN

のなす角に等しい。
ここで，EAOM =EAON = 90% であるか
ら，AFとMNのなす角は 90%である。
したがって，AFと CDのなす角は 90%であ
る。

16 ⑴ 平面 DEFC上の直線 DEと平面 HEFG

上の直線 HEは，ともに 2平面の交線 EFに
垂直である。ここで，DEと HEのなす角は
45%であるから，平面 DEFCと平面 HEFG

のなす角は 45%である。
⑵ 平面 BDHF上の直線 BDと平面 CDHG

上の直線 CDは，ともに 2平面の交線 DH

に垂直である。ここで，iDBCにおいて，
EBCD = 90% で，直角をはさむ 2辺の辺の
比が 1　：　

√
3 であるから，iDBCは 3つの

角が 30%，60%，90%の直角三角形となる。
したがって，BDと CDのなす角は 30%であ
るから，平面 BDHFと平面 CDHGのなす
角は 30%である。

⑶ 正方形 AEHDの対角線であるから
AH = DE
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よって，平面 DEFC上の直線 EFと平面
AEHD上の直線 AHは，ともに 2平面の交
線 DEに垂直である。
ここで，EFと AHのなす角は 90%であるか
ら，平面 DEFCと平面 AEHDのなす角は
90%である。

17 ⑴ 正方形 ABCDの対角線は垂直に交わるか
ら

AC = BD

AE ' BF，BF = BD であるから
AE = BD

したがって，直線 BDは平面 AEGC上の交
わる 2直線 AC，AEに垂直であるから

BD =平面 AEGC

⑵ CEは平面 AEGC上にあるから，⑴の結
果により

CE = BD

18 iACDは正三角形であるから
AM = CD ……①

iBCDは正三角形であるから
BM = CD ……②

仮定より AH = HM ……③
①，②，③と三垂線の定理により

AH =平面 BCD

教科書 P.152

1 ⑴ 点 IはiABCの内心であるから，ADは
EAの二等分線である。よって，内角の二
等分線と比の定理により

BD　：　DC = AB　：　AC

= 7　：　5

よって BD =
7

7+5
BC =

7
12

:6 =
7
2

⑵ 点 IはiABCの内心であるから，BIは
EBの二等分線である。よって，内角の二
等分線と比の定理により

AI　：　ID = BA　：　BD

= 7　：　7
2

= 2　：　1
2 ⑴ 点 Jから辺 BCに垂線を引き，垂線と BC

の交点を Rとする。
iBPJとiBRJにおいて
EJBP = EJBR

JBは共通
EBPJ = EBRJ = 90%

直角三角形において，斜辺と 1つの鋭角が
それぞれ等しいから

iBPJ /iBRJ

よって JP = JR ……①
同様にして iCQJ /iCRJ

よって JQ = JR ……②
①，②より JP = JQ

⑵ iAPJとiAQJにおいて
⑴より JP = JQ

AJは共通
EAPJ = EAQJ = 90%

直角三角形において，斜辺と他の 1辺がそ
れぞれ等しいから

iAPJ /iAQJ

よって EPAJ = EQAJ

したがって，JはEAの二等分線上にある。
別解 「角の二等分線上の点は，角をつくる
2辺から等距離にある」（教科書 p.116）こ
とから，次のように証明することもできる。

⑴ 点 Jから辺 BCに垂線を引き，BCとの交
点を Rとする。
JはiABCの頂点 B，Cにおける外角の二
等分線の交点であるから

JP = JR かつ JR = JQ

よって JP = JQ

⑵ ⑴より，JP = JQ であるから，JはEA

の二等分線上にある。
3 メネラウスの定理により

AP
PL

:
LB
BC

:
CM
MA

= 1

であるから AP
PL

:
3
5
:

1
1

= 1

よって AP
PL

=
5
3

すなわち AP　：　PL = 5　：　3

したがって
iPAB　：　iLAB = AP　：　AL

= 5　：　8
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ゆえに iPAB =
5
8
iLAB ……①

また
iLAB　：　iABC = BL　：　BC

= 3　：　5

であるから

iABC =
5
3
iLAB ……②

①，②から
iPAB　：　iABC

=
5
8
iLAB　：　5

3
iLAB

= 3　：　8
4 四角形 BCFEは円に内接するから

EB = EEFD ……①
また，AD ' BC より

EB+EA = 180% ……②
①，②より

EEFD+EA = 180%

よって，四角形 AEFDの 1組の対角の和が
180%であるから，四角形 AEFDは円に内接
する。
したがって，4点 A，E，F，Dは同一円周上
にある。

5 四角形 ABCDと
円 Oの接点を，
右の図のように P，
Q，R，Sとする。
このとき

AP = AS，
BP = BQ，
CQ = CR，
DR = DS

であるから
AB+CD = (AP+BP)+(CR+DR)

= (AS+BQ)+(CQ+DS)

= (AS+DS)+(BQ+CQ)

= AD+BC

よって，AB+CD = AD+BC が成り立つ。
教科書 P.153

6 円 Oにおいて，方べきの定理により
PQ

2
= PA:PB

円 O′ において，方べきの定理により

PR
2
= PA:PB

よって PQ
2
= PR

2

したがって PQ = PR

7 ⑴ iABCにおいて，線分 ABは円 Oの直径
であるから

EACB = 90%

よって，EACH+EBCH = 90% ……①
また，EAHC = 90% であるから

EACH+ECAH = 90% ……②
iACHとiCBHにおいて
①，②より

ECAH = EBCH

また
EAHC = ECHB = 90%

2組の角がそれぞれ等しいから
iACH !iCBH

対応する辺の比は等しいから
CH　：　BH = AH　：　CH

CH　：　b = a　：　CH

よって CH
2
= ab

CH > 0 より CH =
√

ab

⑵

1 1つの線分上に AH=2，HB=5 とな
る 3点 A，H，Bをこの順にとる。
2 線分 ABの中点 Oをとる。
3 Oを中心とする半径 OAの円をかく。
4 点 Hを通り線分 ABに垂直な直線を引
き，円と交点の 1つを Cとする。
このとき CH =

√
10 である。

8 底面の正方形 EFGHの対角線の交点をMと
する。
このとき GM = HF
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また，iCHFは CF=CH の二等辺三角形で
あるから

CM = HF

よって，ECMGが平面 CHFと平面 GHFの
なす角となる。
ここで，iCMGを考える。
CG =平面 EFGH であるから，CG = GM

すなわち，iCMGは ECGM=90% の直角三
角形である。
また，GEは正方形 EFGHの対角線であるか
ら

GE =
√

22 +22 = 2
√

2

よって GM =
√

2

また CG = AE =
√

6

したがって

CM =
p

CG
2
+GM

2
=

√
6+2 = 2

√
2

これより
iCMGの 3辺の長さの比は 1　：　2　：　

√
3 となり，

iCMGは 3つの
角が 30%，60%，90%

の直角三角形とな
る。
したがって
ECMG = 60%

ゆえに，求める角
は 60%である。

9 ⑴ 右の図において四
角形 ACBDは，1辺
の長さが aの正方形
であるから

AB =
√

2 a

a

⑵ 図の正八面体の上半分の正四角錐の底面
の面積は a2，高さは正八面体の対角線の長

さの半分の
√

2

2
aであるから，正四角錐の

体積は

1
3

a2:

√
2

2
a =

√
2

6
a3

したがって，正八面体の体積は
√

2

6
a3#2 =

√
2

3
a3

⑶ 1辺の長さが aである正三角形の底辺は

a，高さは
√

3

2
aであるから，面積は

√
3

4
a2 である。

よって，正八面体の表面積は
√

3

4
a2#8 = 2

√
3 a2
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